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Standard シリーズ・Select シリーズは，ともに「5 段階のコーナー」で構成されており，

「授業進度」や「校内での学力差」に応じてカスタマイズして使用できる教科書です。 

難易度と構成の違い 

⚫ 5 段階のコーナー難易度対応イメージ 

各コーナーの対応は，以下のようになっています。 

 

 

 

 

⚫ 章の導入「Readiness Check」 

Standard は簡潔な扱い，Select は丁寧な扱いとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 章末「Training＋」（Select のみ） 

教科書の問と同じレベルの反復練習を行う節末「Training」に加えて，Select では章末

に「Training＋」というコーナーも設け，さらに反復練習を行えるようにしました。 

⚫ 巻末「別解研究」（Standard のみ） 

Standard には別解を考える「Think」を設けています。さらに，巻末に「別解研究」と

いうコーナーを設け，本文中の解法と「Think」で考えた別解を比較したり，さらに別の

解法を考えたりすることができます。 

 

『Standard シリーズ』と『Select シリーズ』 

内容比較（対照表） 

 

内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 

(数学ⅠStandard p.74) 

(数学ⅠSelect p.72) 

Standard は 2 段組みの構成。 

既習の公式・定理と例を 

簡潔にまとめています。 

Select では 1 段組みの構成。 

解説や内容を丁寧にし， 

側注も充実させています。 
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具体的な内容の違い 

Standard シリーズ Select シリーズ 

例題や問題について，教科書の難易度に合わせて扱い方を変えています。 

式の値 

通常の例題として扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Challenge 例題として扱い，「考え方」や側注を設け，問

題に取り組みやすくしています。 

 

 

整数部分・小数部分 

Challenge 例題として扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章末 Level Up の問題として扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(数学ⅠStandard p.36) 

(数学ⅠStandard p.35) 

(数学ⅠSelect p.49) 

(数学ⅠSelect p.36) 
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Standard シリーズ Select シリーズ 

定義域が変化するときの最大・最小 

通常の例題として扱っています。 

 

 

 (数ⅠStandard p.93) 

 

Challenge 例題として扱っています。 

 

 

 

 

 

 

放物線の位置が変化するときの最大・最小 

Challenge 例題として扱っています。 

 

 

章末 Level Up の問題として扱い，場合分けの観点を明示

した問いかけをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

連立 3 元 1 次方程式の解法 

本文として扱っています。そのため，2 次関数のグラフ上

の 3 点による決定問題は，一般の 3 点の場合を扱ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考として扱い，授業で扱うかどうか選べる形にしてい

ます。そのため，2 次関数のグラフ上の 3 点による決定

問題は，1 点が 軸上にある特別な場合を扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(数学ⅠSelect p.123) 
(数学ⅠStandard p.94) 

(数学ⅠStandard p.93) 

(数学ⅠSelect p.99) 

(数学ⅠStandard p.98) 

(数学ⅠSelect p.94) 
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(数学ⅠStandard p.153) 

(数学ⅠStandard p.151) 

(数学ⅠSelect p.150) 
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Standard シリーズ Select シリーズ 

定理の証明も，教科書の難易度に合わせて記述を変えています。 

正弦定理の証明 

 が鋭角，鈍角，直角の場合をすべて扱っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 つの角がすべて鋭角である場合のみを扱っています。 

 

 

 

余弦定理の証明 

 が鋭角，  が鋭角または鈍角である場合について扱っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

，  がともに鋭角である場合のみを扱っています。 

(数学ⅠSelect p.148-149) 


